
 

備中 no 町家 de クラス 2022 実施報告書   

 

 
 

 

（令和 5 年 1 月 10 日） 

 

備中 no 町家 de クラス 2022 実施報告書（令和 5 年 1 月 10 日） 

 

                   実施期間                      

令和元年 11 月 3 日（木・祝）から 11 月 27 日（日） 

                   開催趣旨                        

備中地区内の町並みに残る、文化財クラスの建築物や、「蔵・倉」、「商家」、今も暮らし

の残る小さな「町家」の空間で、江戸・明治・大正・昭和・平成から令和の現代に伝わ

る地域の伝統的な生活文化の魅力を五感で体感していただく目的で、「町家で暮らす、懐

かしい未来」を合言葉に、備中の各地で【備中 no 町家 de クラス 2022】を開催した。 

                   開催地区とプログラム                        

本年度の開催地区は倉敷市／美観地区及び周辺地区・玉島・児島味野・下津井・天城藤

戸、浅口市／鴨方・金光・寄島、高梁市／高梁・吹屋・成羽、新見市、総社市、矢掛町

／矢掛・小田、井原市、早島町、の 6 市 2 町で 8 つ体験プログラムと 22 コースのまち

歩きを開催した。 

（パンフレット参照） 

■総参加者は 526 名。（資料①プログラム参加者等実績） 



内訳はプログラム参加者が 357 名、講師 34 名、スタッフ 135 名（延べ人数）。 

尚、パンフレット印刷時にカーボンオフセットを付加することで、環境配慮と共に、わ

ずかではあるが東日本大震災の被災地支援を行った。 

 

■主催：備中町並みネットワーク／共催：備中県民局 

 

■企画・運営：備中町並みネットワーク 

・構成団体（順不同） 

倉敷伝建地区をまもり育てる会・かもがた町家管理組合・NPO 法人総社商店街筋の古民

家を活用する会・吹屋町並保存会・備中矢掛宿の街並みをよくする会・新見御殿町・ 

大谷地区元気いっぱいまちづくり協議会・NPO 法人倉敷町家トラスト 

一般社団法人岡山県建築士会 

備中県民局・倉敷市・高梁市・浅口市教育委員会・矢掛町・総社市・新見市・井原市 

早島町 

■運営団体（順不同） 

大谷地区元気いっぱいまちづくり協議会・NPO 法人倉敷町家トラスト・かもがた町家管理

組合・吹屋町並保存会・本町活性化委員会・NPO 法人総社商店街筋の古民家を活用する

会・備中矢掛宿の街並みをよくする会・新見御殿町まち歩きガイドの会・倉敷市文化財保

護課・倉敷伝建地区をまもり育てる会・井原地域おこし・郷土の歴史を語る会・旧山陽道

小田堀越間の宿「うさぎ会」・早島観光ボランティアガイドの会・一般社団法人岡山県建築

士会・新見の木づかいと木育の会木の葉 art・備中高梁守内商店・いばらアートループ商店

街実行委員会・倉敷建築工房山口晋作設計室・重要文化財井上家住宅保存修理委員会・く

にとうの御船を守る会・たかはしフィルムコミッション・就実大学経営学部・倉敷商業高

等学校・倉敷高等学校・ノートルダム清心女子大学人間生活学科成清ゼミ 

■協力団体：高梁川流域学校 

 

■備中 no 町家 de クラス 2022 実施事務局 

・備中町並みネットワーク：倉敷市本町 11−18(NPO 法人倉敷町家トラスト事務所内) 

 

 

 

■成果と課題 

2014年「備中 no町家 deクラス」として始まって９年目の開催である。今年度も昨年同

様、新型コロナウイルス感染症の影響を考慮したプログラム作りを目指した。 

室内での体験型プログラムは 3密対策などの条件を満たせるプログラムとし、屋外での

開放的なプログラムは、まち歩きを中心に、改めて備中地域の町並みを再発見してもらう

プログラムを揃えた。備中県民局と備中地域の自治体、活動団体の協働で昨年同様コンパ

クトではあるが、まち歩きの視点を広げるため新たな専門家を講師に依頼して新しいコー

スやプログラムを揃え充実したプログラムを実施、中止したプログラムは出なかった。 

今年度は地域のくらし文化の 11 のプログラムと、各地域に残る町並みの魅力を発信す

るため 18地域 23コースのまち歩きを実施することができた。 

参加者について：今年度は感染症の影響はあるものの各地で様々なイベントが開催され、

プログラムによっては参加者のばらつきが見えた。 



教育機関、学生連携について：今年度は二つの高校、２大学との連携プログラムがそれ

ぞれ企画され、若者の視点で新たな町並みの魅了簿発見に繋がった。 

ほぼ完成した井上家住宅については改修が進み完成していく町家を専門家のガイドで案

内ができたことは貴重なプログラムだった。また、まち歩きではワイヤレスガイドシステ

ムが役に立ち好評だった。 

 

アンケート（資料②アンケート）ではすべてのプログラムで大多数の参加者がプログラ

ムに非常に満足したと答えた。また参加料も適価もしくは安いと感じており、今回の町家

での体験プログラムの質を評価できるものと考えている。 

年を経るごとにインターネットでの申し込みが増え、ネット 8 割、電話 1 割、FAX1 割

で、ＦＡＸの申し込みが少なくなってはいるが、ネット環境になれない参加者も少なから

ずおり、電話での対応はまだ必要である。受け付けに関しては丁寧な対応を心掛け、概ね

スムーズに進行できた。インターン生受け入れは少なかった。 

感染症の影響が不安視される中ではあったが、運営団体、地元住民、関係者及び参加者

の協力のもと、3 密を避けるプログラムが進められ、無事、トラブル、事故もなく事業が

できた。また、次年度の開催への問い合わせもあり、期待が寄せられている。まち歩きに

関してはまだプログラムの組まれていない町並みの希望があがり来年のコース選定の候補

としたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料①プログラム参加者等実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料②アンケート 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■プログラム 

①町家でお茶の立て方 

「かもがた町家公園交流館」 

 

 

②植木散策と剪定ワークショップ 

「新光園」 

 

 

③千屋牛 

「津国屋」 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤オープンハウスと古本市 

「備中高梁・守内商店」 

 

 

⑥古材を使った小物作り 

「山成酒造醸造所」井原市 

 

 

⑦総社商店街まちなか講座 

かめやれとろほーる 

 
 



⑧年の始まりの設え 

「深見升平商店」総社市 

 

 

⑧井上家住宅完成記念見学会 

「国重文・井上家住宅」倉敷市美観地区 

 

 

⑨昔ながらの味噌仕事 

「旧堀和平邸」総社市 

 

 

⑩町家再生はじめの一歩 

「東町の町家」倉敷市美観地区 

 

 

■まちあるき 

1.金光（金光饅頭手焼き体験とまち歩き） 

 

 

２．鴨方

 



３．寄島 

 

 

４.高梁城下町 

 

 

６．吹屋 

 

 

７．成羽 

 

８．井原 

 
 

９．新見 

 

１０．矢掛 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１１．小田 

 

 

１２．総社 

 

 

１３．早島

 

 

１４．児島下津井 

 

 

１５．児島味野 

 

 

１６．玉島 

 

 

１７．天城・藤戸 

 



 

１８．倉商生と歩く 

倉敷美観地区 

 

 

１９．美観地区 

インスタ映えの贈り物 

 

 

 

２０．カメラマンと歩く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２１．倉敷さんぽ・SDGsを考える 

倉敷中心市街地 

 

 

 

 

 

 

メディア広報について 

山陽新聞、さりお、エフエムくらしき 

 

 


